
消火器ならびに簡易消火用具

の比較実験結果について (第2報)

渉松 JII 

第3の実験 (クリブ消火実験〉

( 1 ) 実験の方法

この実験は消火器の消火能力を検定する際に使用す

る1単位のクリプ(図 1)を使用し，消火恭等の消火

効果を比較するものであるが，特に検定試験と異ると

ころは， 検定試験の場合はタリプの周囲を自由に移動

して消火できるのに対し， 実際の火災の場合は火源の

位置によっては，家具や壁体あるいは痩等に妨け.られ

て，自由に必要な方向から消火できないことが多いた

め，このような1条件を考慮して， クリプの外側1/2周
以内に行動範闘を限定して図2の要領で消火を行なう

き

この実験は第 1報に述べたごとく ，震災時の多発火

災を防止するために，消火穏ならびに簡易消火用具を

都民に広く普及させるには，いかなるものが適当かを

判定する資料を得るために行なったもので 4種の笑

験を実施した。

このうち， 第1の「木造モデノレ消火実験」と，第2

の「石油ス トーブ消火実験」については第 1報に掲載

したので， 第2報においては第3の「クリブ消火実

験」と第4の「年令，性別消火実験」について掲載す

ることtこしナこ。
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ようにした。

(2) 実施日時

昭和47年5月13.14日

(3) 実施場所

消防科学研究所燃焼実験室内

(4) 実験組織

指導 松川司令長

統括 坂本司令

実験準備 火燃料の準備高本土長

浮の処理 大t'r消防土
占 火 立沢消防士

消火器等(消火剤の詰替 伏見技師

の準 備使用量の測定

消火作業者 松江士長

観 察 (消火状況の観測川投師

消火行動の観察末吉司令補

誤Ij 定経過時間の測定小島司令補

(35mmスチール写真撮影山崎土長
写真記録 J

l16mm映厨 山田消防土

(5) 実験用資材

a)燃焼関係

クリブ杉気乾材 (3.5X3. OX73ω90本X19

計1.710本

燃料 ガソリン 3 .e X 19 計57.e

オイルパソ 2箇

ロストノレ 2箇

b)消火器， 薬剤関係

粉末消火器 0.8kg入 1本

1. 5kg入 1本
， 3.5kg入 1本

あわ消火器 4.0.e入 1本

強化液消火器 3.'0.e入 1本
、.， ， 4.0.e入 1本

( 2s ) 

# 6.0.e入 1本

新開発薬剤消火器 4.0.e入 1本

蓄圧式消火~ 4.0.e入 l本

高発泡消火器 4.0.e入 1本

水バケツ 6.0.e入 l箇

改良水バケツ 6.0.e入 1箇

改良型水ポンプ 6.0.e入 l組

水槽付ポγプ消火器 6.0.e入 1本

粉末消火剤 0.8kg用ボンベ付

薬剤セット 3組

1. 5kg 2組

3.5kg 2組

あわ消火薬剤j A.B剤詰合セット2組

強化液(ユニチガード製) 26.e 
新開発薬剤 臭化ナトリウム外3j早j

c)計測関係

ストップウオッチ 2箇

計測器 1式

d)写真記録

35mmカメラ アサヒベンタ ック ス f : 35mm 

2台

フイ ノレム 35mrnコダカラーリバーサルASA125

4本

35mmフジカラーネガAS A100 

4本

リフレFターランプ 500Wプノレーライト 4箇

(6) 実験の方法

自治省令第28号にもとづく消火怒の消火能力検定用

第二模型を使用して，各種消火器等により消火実験を

行なう。

模型はクリプ90本を組上げ，下部のオイルパンにガ

ソリン 1.5.eを助燃剤として入れ，点火し 3分後に
消火を開始する。

消火はクリプの全周の 1/2の部分からのみ行ない，

その範囲内でなるべく全体が消火できるように努力す

る。

消火終了の時期は，クリプ全体にわたって炎が消滅

したときとい ‘おき'として赤くなっている部分が

残存するものは，その範囲を記録するにとどめる。再

燃は消火終了時から計測し，炎が10個以上立ち上った

時期とした。

2分経過するも再燃しないときは完全消火したもの

とした。

なお実験は各消火器ごとに 1回づっ行なった。

(7) 実験の結果

実験の計測ならべに観測の結果については表し

および，図3.に示すとおりであるが，これらに基



づく各消火器等ごとの比較結果は下記のとお りであ 』 秒程でク リプめ下方から炎が出て 1分35秒で炎が30

四位上昇した。る。

a)粉末消火器

0.8 kg入のものは10秒で一応は消炎したが， 17秒後

には再燃をはじめた。

1. 5匂入お よび3.5kgのものは 6~8秒で消火してい

る。

これは粉末消火剤がFリブの燃焼による上昇気流に

伴ない， クリブのすみずみまでゆきわたるため，消火

が迅速で再燃が防止されるものと認められる。

但しこの場合薬剤量が少ないと充分再燃防止の効

果をあげられないことがある。

この場合の消火要領の良否はあまり消火効果を左右

しなL、。

b)あわ消火器

消火時間に56秒を要したが，これは放出時放射流が

細いので， 火面全体を被覆するのに可成の時聞を要し

たものと恩われる。

再燃時間は1分30秒で比較的再燃性は低いというこ

とができる。

c)強化液消火器

3，e， 4，e， 6，e入りの消火器について消火時聞を

みると， いずれも 6~9 秒の間であるが， 3，e入およ

び4，e入の場合は1分20秒から2分の間に再燃する。

6，e入の場合は2分経過するも再燃しなかった。

d)新開発薬剤入蓄圧式消火器

消火時聞は各種 (東消 1， 2， 3)薬剤jを通じて9

~10秒であり， 強化液より平均して 2 ~3 秒短かい。

つまり早く再燃するという結果となった。これは薬剤

濃度が 5~10%少ないことからくるものと思われる。

但し新開発 1号については，再燃時間が 1分50秒と長

く，再燃性が低いことを示した。

e)蓄庄式水消火器

蓄庄式消火器に水のみを入れた場合は，前項の消火

器のときと消火時聞については，殆んど同様であ る

が，水の使用量が多く， 4，eの水を75%使用 したほ

か， 約55秒で再燃するとL、う結果になった。

f)高発泡消火器

消炎時間はB秒と短かかったが，再燃、時間が30秒と

箸るしく短かく，充分な消火効果を示していない。

これはあわが軽いため，あおがタリブのすきまに流

下浸透せず，内部消火がほとんど行なわれていない結

果であると思われる。

使用液量は全量の47%の3.75，eであった。

写〉ーバケツ(在来品)

1投目を火源の上方からゆるやかにかけ 2役目を

炎の残った部分にかけとところ 5秒で消火したが52

つま りクリプの上方からかけた水が，下部までは達

しないことが明らかであった。

h)改良型パケツ

5固に分けて投げたため，クリブ上面および前面一

帯に水が浸透した。約8秒で消火したが 1分50秒で

背面中央から再燃を始めた。

在来品バケツよりも分割して水がかけられるため，

浸透がよく再燃が少ない。

i)改良型水ポンプ

消火時間は31秒で，あわ消火器の56秒よりは短かい

が，操作に比較的カが要ること.¥.，操作中の放射方向

が定まりにくいから，取級いの恩11れの如何によっては

消火時聞に相当の差がでることが考えられる。

この笑験では男子職員が行なったので比較的好条件

であった。

(8) 結果についての考察

一般に水系統消火器によって，ク リプ模型を消火す

る場合，注水して直接消火される部分は別として， 組

合せクリプの蔭になった部分の消火には，炎にあたっ

た消火剤の蒸気が間接的に作用して消炎するものと思

われるので，その作用は粉末消火剤が，強い熱の上昇

気流によって燃焼実体に吸い込まれ，消火するのと比

べると，消火効率が箸る しく悪いということができる。

あわ消火器，水槽付ポンプ消火器および改良型水ポ

ンポの 3 種は消火時間がいづれも27~56秒と比較的長

かったが，その他の消火器等は 6~10秒で主なる火炎

を消滅させることができた。

再燃時間については，改良型水ポンプが最も短か

く，次いで高発泡消火器，水槽付*ポンプ消火器，蓄

庄式水消火器，蓄圧式新開発薬剤消火器，強化液消火

器の順序に再燃性が少なくなり，消火バケツは在来品

がl分40秒，改良型が1分50秒であった。

一般に消火終了時のFリブの状態については，主要

火炎は消滅しているが，消火行動範囲を全周の1/2と

しているので，クリプ模型後方の重なり部分は赤く燃

えており，粉末の1.5kg入， 3.5は入および強化液の6

2入消火器のほかは，この部分まで燃焼抑制する効果
がないので，消火終了後2分以内に再燃する結果とな

った。

従ってこの様な消火方法を余儀なくされる場合は，

消炎後火源の手前の部分を取除いて速やかに，中心部

から後方まで消火する必要がある。

またいたづらに消火器の能力にたより，同一姿勢で

消火を継続することは，完全消火の上からは効果的で

ないということが認められた。

( 27 ) 



クリフ作用料で墨付火性能比車久実験号室ち)
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表 1 クリプ使用による各消火器等の消火効果比較表

家
験
札
鳳

備

1中止土長|放射時間10秒閥的。

01 ・ I ~段目椴目クリプ合せ目山残ったが
再燃せず。

311 n I?リプ合せ目30本に火が残るが再燃せず

ヨ

ゴ

泡放弗j時間51秒残火1/3程度分30秒で炎
が出る 1分54秒で炎30価上昇。

|放射時叩残火5分の2程度 2分にてク
リプ上面より再燃す。

|放射時間残火2分の l程度。 1け分ω
炎が出る 1分4必5秒で炎3ω0ω上昇。

|放射時間1砂残火5分のl程度，再糊燃せ肘ず。

| 残火詳詑伊?ヂ吟程蹴度.5臼2但上

( 28 ) 
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士ロI放射時間13秒秒，で残炎火が5分の昇4程度.31秒で炎
が出る。 52;fJ1..:iAtJi3.oω上。

消投火方方法炎炎1投がの目を上方か3部ら5分秒ゆるやかにかけ秒， U 普通パケツ 水 6. .o.e 3' 5' 6. .o.e 1.0.0 松 江 2 目を 残出っている にかける52 で
下から る。 1分 で3.0ω上昇。

5固に分けて分消火 で1分炎5.0秒で背昇面中央投から
15 改良バケツ 水 6. .o.e 3' 8' 6. .o.e 1.0.0 • 炎炎が出きる。 271'.0.0秒 3.0ω上 4 目で
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燃焼物を取除くことができない場合は，粉末消火器

については周囲から，水系統消火器等については上面

から.下部に浸透するように放射することが効果的で

ある。

2 第4の実験〈性別作業能力比較実験〉

( 1 ) 実験の方法

消火器による消火効率の良否は，消火r.J具自体の消

火能力のほか，消火作業者の能力差によっても臭った

結果が出ることが考えられる。そこで，年令，性別の

異る者によりグリプの消火を行ない 4種類の消火器

と2.0.3.0. 4.0. 5.0才台の女子による消火能力の差を求

めようとするものである。

(2) 実施日時

|放射時間46秒残火2分の 1観.2砂で師
中央より炎が出る.45秒で炎が30ω上昇。

(2.0才台女性 E. T.(4回〉

130才台骨 U.U.(2四〉

消火作業者 ~3.o才台 6 S.K.C2回〉

14.0才台 K.U.(4回〉

l5.o才台I.O. (4回〉

f消火状況の観測j 小島司令補

観測{消火行動の観察 末吉・，

測定経過時間の測定 小島，

r35mmスチール写真撮影 山崎士長

写真記録 h6mm映画撮影 山田消防士

(5) 実験用資材

a)燃焼関係

クリプ杉気乾材(3.5X3. OX 73cm)9.o本X16回

1，44.0本

昭和47年5月29日.3.0日
燃料 ガソ リン 3 i X16回 48.e 

(3) 実纏場所
オイノレパン 2台

消防科学研究所燃焼実験室内
ロス トル 2箇

(4) 実験組織
b)消火器，薬剤関係

指導 松川司令長
粉末消火器 1.5kg入 l本

統括 坂本司令
3.5kg入 1本

高本土長
強化液消火器 4..o.e入 1本

実験準備 燃料の準備 大竹消防士
6. .o.e入 1本

の処理 粉末消火薬剤 1.5kg用ボンベ付セット 3組

点火 立沢消防士 3.5同用 3組

{使消火剤の諮 c)計額u関係
消火器の準備 用量の計測 伏見技師

ストップウオソチ 2箆

( 29 ) 



計測器

d)写真記録

35mmカメラ

16mmカメラ

フィルム

1式

アサヒペンタックス f:35mm2台

キヤ ノンスターピック16ムービーカ

メラ 1台

35mmコダカラーリバーサノレASA

125 4本

35mmフーンカ ラーネガAS A100 

4本

リフレクターランプ 500W プルーライト 4箇

た，ついで，上下にかけ，左右にもわづか移動してか

けたので !lリプを粉末で包んだかたちとなった。消

火者は左利きであったのでホースをもっても，自在に

かけることができた。

(消火状況〉

消火開始後10秒で完全消火し 2分経つも再燃しな

かった。 移動消火の効果があらわれているものと認め

られる。

(6) 実験の方法 図4 点火3分後の状況

第三実験と同じ方法により，クリプ模型を使用し，

前記女子5名により，それぞれ4種類の消火器を用

い，点火3分経過時消火開始し，その効果を比較判定

する。

消火者に対しては，実験に先立ち消火器の取扱い方

法のみ指導し，消火要領については消火者の自由意志

にまかせること Lした。

使用する 4種類の消火器は粉末消火器1.5kg入と3.5

kg入，および強化液消火器4.0.e入と6.0.e入である。
合計回数は16回である。

(7) 実験の結果

本実験の計測値等については，表2fこ示したとおり

であるが，消火者個々の挙動等については次に記述す

る。

a)粉末消火器1.5!，g入使用の状況
ネ20才台の人による消火

消火者 E. T. (昭和26年3月13日生 21才〉

身重150佃， 体重50kg

o首火要領〉
クリプ正面より 1m手前のやL右寄りの位置で，ホ

ースを右手，レパーを左手にもって消火作業を開始

した。

右手ホースはノズル先端より約30cmほど手前の位置

を短ったが，先端はあまりプラブラせず，同一場所で

さいごまで放射した。

なお消火者は消火器の使用経験は全くなかった。

(消火状況〉

放射と同時に火炎をおさえ，さらにクリプ内部にも

粉末が浸透して消火を促進したため13秒で消火でき

た。消火後は2分経過するも再燃はしなかった。

* 30才台の人による消火
消火者 U.U. (昭和11年2月25臼生 36才〕

身長158cm，体重70岡

崎(消火要領〉

左手にホース，右手にレバーをもち，クリプ正面

1..5mの位置に至り，まづはじめタリ.プ中央に放射し

( 30 ) 

図5 粉末消火状況



図6 消火後の状況

キ40才台の人による消火

消火者 K.U. (昭和3年4月17日生 44才〉

身長146佃，体:lI!53kg

(消火要領〉

クリプ正面2.5mて‘消火i訴を床においたまま左手で

レパーを控室り，右手でホースをもって消火した。消火

器の移動は行なわなかった。

〈消火状況〉

ー消火位置が2.5mと他の者に比べて速かったため，

Fリプに到達した時の粉末の勢いが弱められ，消火時

聞が22秒と長くなった。

まずこ再燃も炎が30阻までには至らなかったが 1分

35秒で炎が発生した。

* 50才台の人による消火
消火者 1. O. C大正14年12月6日生 46才〕

身長160cm，体重55kg

Ci南火要領〉

レバーをi霊るのに気をとられ，安全ピンを抜くのを

忘れた。ノズノレを左手にもち，レバーを右手にもって

消火す。

タリブ正面，斜側面の三方向から約 1mの距離で移

動しながら消す。最後に上方向から完全に消した。

(消火状況〉

安全ピγを放くのを忘れ，放射開始にやや手間どっ

たほか !lリプ各方面から入念に消火したため， 消火

時間は25秒と長4なったが，消火は完全に行なわれ
Tこ。

b)粉末消火器3.5kgλ使用の状況

害20才台の人による消火

消火者 E.T. :) 

〈消火要領〉

クリプ正面2mの位置で消火器のレバーを左手で圧

えつけたが，直ぐには放射せず，消火器を床につけて

さらにカを加えて， 約5秒たった時勢いよく放射 し

た。操作開始から放射が行なわれるまでの時間は15秒

であった。

これは 1.5 kg入のものと比ぺ，ボンベの封板が厚い

ため，可成力が要るものであることを知った。消火位

置の移動は行なわず !lリブ正面の 3m離れた位置で

クリブ中央めがけて放射した。

(消火状況〉

放射圧力が高く ，強力であるため，比較的短時間の

8秒で消火したが，操作閲始からは23秒を要した。

なお消火は完全で再燃はしなかった。

ネ30才台の人による消火

消火者 U.U. 

(消火要領〉

クリプ正面2.5mの位置でレバーを握り，放射しな

がら正面2.0mの位置に至り，ホースを上下左右に向

けて放射したが，消火位置の移動はしなかった。

放射のはじめにはレパーを盗ってもすぐ放射は行な

われず，消火擦を床面におき，手のひらで庄えつけて

はじめて放射が行なわれた。

(消火の:状況〉

消火時間は14秒で，放射開始時のまごつきが消火時

間の長さに影響を与えたものと思われる。完全消火が

行なわれ再燃はしなかった。

~ 40才台の人による消火

消火者 K.U. 

(消火要領〉

クリプ正面2.5mの位壁で消火器を床面においたま

ま， レパーを控室ったが仲々放射が行なわれなかった。

(消火状況)

消火時間は17秒で，放射開始時のまごつきが多かっ

たことを示しているが，消火は完全に行なわれ再燃は

なかった。

* 50才台の人による消火
消火者 1. O. 

(消火要領〉

クリプやや側方1.8mの位置でレバーを握り，左手

でホースをもって，右側カミら 1.3mの位置で，正面

左似ijという順に消火した。

( 31' ) 

放射のレパー操作は固いため，まごつきがあったの

で放射がおくれた。

〈消火の状況〉

消火時聞は15秒で完全消火し，再燃はし私かった。



c)強化液消火器4.01入の使用状況

* 20才台の人による消火
消火者 E.T. 

〈消火要領〉

クリプ正面3mの位置で，消火器を床面においたま

まνバーを圧えつけ消火した。

移動消火は行なわなかった。ホースを持つ位置はノ

ズルより約30佃手前をもっていた。

〈消火状況〉

消火時間は10秒であったが，タリプ背面部に火が残

り，消火後30秒で炎が発生し， 50秒で炎が30ω位上昇

した。使用液量は2.3.eである。
*30才台の人による消火

消火者 S.K. 

〈消火要領〉

クリプ正面2mの位置でレパーを鐘り，放射しなが

ら約1.5mの位置に近づき消火した。

左手でホースの/ズルより30佃位手前を揮ったた

め，上下左右にホースを動かしたとき，床面にも放射

Lてしまった。

(消火状況〕

消炎は18秒であったが， 52秒後炎が発生し， 1分10

秒で炎が30ω程上昇した。

* 40才台の人による消火
消火者 K.U. 

【消火要領〉

タリブ正面2.5mの位置で消火器を床におき左手で

レバーを僅り，右手でノズルをもって消火した。

姿勢が低かったため，クリプ上方に対する放射がな

く，炎がなくなっても内部に残火が残った。放射はク

リプ左右正面下方には入念にかけたため，前面には火

は認められなかった。

〈消火状況〉

消火時間は20秒で使用液量は3.9.eと，ほぼ全量を
消費した。消炎後55秒で炎が発生し 2分で30佃位の

炎が上昇Lた。

* 50才台の人による消火
消火者 1. O. 

(消火要領〉

クリプ正面2.5mの位置にむけて放射Lたため，若

手床面上に放出Lた。タりプ前1.5mの位置まで前進

し，グリプお侠IJから正面，左側方，次Eこ下から上に向

って念入りに消火した。

(消火状況〉

消炎時間は14秒で使用液量は2.0tであった。
消炎時より35秒経過した時に炎が発生:J..，.， "1分経過

時炎が3ゆ佃位上昇した。

( 32 ) 

d)強化消火器6.01入使用状況

* 20才台の人による消火
消火者 E.T. 

(消火要領〉

クリプ正面2.5mの位置でレパーを鑓り，放射しな

がら1.2 mの位置に近づきe クリブ中央から上方へ，

次に下方に放射した。その時の放射位置は移動せず。

〈消火状況〉

消炎時間は14秒で使用液量は:3.0.eであったが，消
炎時クリプの後半面に火が残り，消炎後40秒で炎が発

生し 1分後に約'socmの炎が上昇した。
* 30才舎の人による消火
消火者 S.K. 

〈消火要領〉

クリプ正面2.0mの位置でレパーを湿り， 1.7mのと

ころまで近づき，クりプの右側，中央，左側のj臓に消

火した。

(消火状況〉

消炎時聞は16秒で，使用液量は3.0.eであり20才台
の人と 2秒の差しかなく，殆んど同様ということがで

きる。消炎後37秒で炎が発生し 1分で30cm程炎が上

昇した。

本40才台の人の消火

消火者 K.U. 

(消火要領〉

クリブ正面3mの位置で右手にレパーを握り，左手

でホースをもち消火した。移動消火が行なわれないた

めに，後半部に火が残った。

(消火状況〉

消火時聞は22秒で，使用液量は4.0.eである。
移動消火を行なわなかったので，消炎時聞は比較的

長くなったが，再燃は45秒で炎が発生し 1分30秒で

炎が30価上昇した。

* 50才台の人による消火
消火者 1. O. 

(消火要領)

タリブ正面2.5mの位置で放射し， 1. 5mの位置まで

近づき消火した。移動消火しなかったのでクリプの後

方に多く火が残った。

(消火状況)

消火時間は17秒で，使用液量は1.75.eであった。消
炎後25秒で炎が発生し45秒で炎が30ClJl程上昇した。

ζれは消炎の合図が少し早過ぎたため，使用液量は

少なかったが，再燃時間が比較的短かかった。

(8) 実験結果についての考察

a)この実験官二協力した女子消火者5名はいづれ

も，平素消防学校寮の炊事をLτおり，乎均的家庭婦



人主9は体力的に勝れているk見受けられな。
t)消火穆の取扱いほ，はじめての考がほとんどで

為ったが， 実験に先立ち職員から取扱い要領を教えた

ため，一部の者を除いて殆んど円滑に消火することが

できた。但し粉末消火器3.5kg入については，ボンベ

の封板が厚<.破るの慌時間を要ずる傾向がみられ

た。

c)消火方法ほどのような要領で消してゆ〈か，消

火者の自由意志陀まかせたので. ?リプの前面を移動

しながら有効に消火したものや， 金〈移動せずに消火

したも のな ど， 種々に分れたが， 粉末消火器1. ~-g.5

同入使用の場合ほ移動しな〈τも，消火効果にほとん
正差があらわれず，再燃は防止された。

d)強化液消火器4.0-6. O.e入使用の場合は一般に
クリプに放射流が直撃きれた部分のみ消火され，その

奥の部分は消火されないので，消火効率が悪く，容量

の79%以上放射しでも再燃は防止できな会勺t?2
I;!)年令による行4動力の差については，必ずしも年

令の多い方が劣るという結果は見受ちれないが，個人

的差が大き〈影響するものと思われる，

また日常の生活環境のちがいも大きく影響するこ之

が考えられる。

りこの実験~t消火者が，実験をやっているという

安心感から落着いで消火できたが，実火災の場合はお

そらくこのよラにはゆかないというのが各消火者の述

懐であづた。

表2 性別・年令別消火作業能力比較表

消火捺 |泊 火者!理的雲市ムに要|閉薬

副詞五|斡 |氏 ー名 12FJE|した時間|剤量 |消火の状況

Ji:ilJJJl 
印1.O. 3' 25' 

イE.T. 3' 23 

j|3叩::|::|:;;|:;:[
田¥~~ -0，1 3 ~ I ♂\ --a.-;kg¥ 

備 考

1叫 完全消火|ヲ方向からのみ消火

iベ.I肝智弘樹ぞ銅山つτ消
1拘 1 . ~ . "1' 1長35秒台燃するも兵30cmに至らぷ

ボνペ封板を破るのに15秒ほど要したので，
消火が始まるのがおくれたが消火時間は正味
8秒であった。

. ....，-ztベゐ討板を磁ミゐ問、土く;若干手間ど

.. ""¥レλ二の呉伯尚どり制開始カ跡く
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2.2kg 

器

jt :| 3' l--~o~ ' Î - -3.ú l 

3 ' ¥ 14# I 2. O.e I 
3' 1 14' 3.0.e1 

3' 1 ぽ 1 3.otl 

_3'_1_22# J 4.otl 
3' I 1川1.75tl 

c ss ) 

づ
し
わ
消
が
に
始
念
関
入
射
ら
放
か'方

れ
の
す
下
わ
の
を
プ
の
リ
す
F
外
。
・
を
る
γ
れ
ビ
。ぐ
全
語
。

安
か
た

， 

n 
52秒で再燃 1分10秒で炎30em上る。ホース
のつけ根を揖づたのでホ守系がふれτ放射不
安定。

55秒で再燃I 2分で炎治'SO明ほど」ミるq

¥ ~ゆで糊. 1 7t-e~蜘比 タリグ後方
に相当の残火があった。

|40秒で再燃 1分で炎3脚 上る。

|37秒で再燃 1分で炎3脚上る。

|45秒で再燃 1分30秒で炎30佃上る。

125努で再燃 45秒台O佃仰臥クリプ
後に相当残火があった。

， 

u 



3 実験全般にわたる考察

本実験は第 1 ~第 4 までの実験種別にわたり，入念

に実施したが，実験をふり返ってみると，末だ不充分

な面が多く見出され，明確な考察を述べることに困難

を感じたが，実施した範屈において抱揮した事柄を挙

げるならば，大要次のようなことがいえる。

ホ一般木造家屋内において出火した火災が3分経過し

て天井まで火炎が上昇した時期に，初期消火を開始

した場合は，燃焼物の種別にもよるが，水槽付ポン

プ消火器を除き，この実験に使用した他の消火器等

を用いれば.19秒以内に概ね消火できることがわか

った。また消火襟等の種別により，消火時聞に5倍

位の差があることも認められた。

川賞火の動{乍による消火効率の差は，性別，年令差に

関しては，特に実験時に限り馨るしい差異は認めら

れなかった。

ただし重量の多い消火器や，操作に強い力を要する

ものについては， 男女や体力の差があらわれてい

る。

*現在普及している消火器は，大別すると粉末消火器

と水系統消火器とになるが，粉末消火器の場合放射

範囲が広く，不思11れな者でも薬剤で燃焼物を包みこ

むことが容易でゐる。ただし， 粉末が熱気流の上昇

によって散逸放失すると再燃する場合があるので，

火源の大きさにより薬剤の量も多くしなければなら

ない。

水系統消火器では直接火源に放射された薬液は，

一部は飛散するがその他は内部に浸透し，消火， 冷

却するので，再燃は少ないが，液量が少いと火盟主に

かかる程度にむらがあり，少いところやかからなか

ったところから再燃を生ずる。

*クリプ模型のような形状の可燃物が燃えた場合は，

一般的に紛末消火器が勝れているが，布団， 紙類そ

の他の積み重ねられたものの燃焼の場合は，必ずし

もよい結果をもたらすとは考えられない。つまり浸

透性が要求されるからである。

集簡易消火用具は取扱いの簡便と，価格の低廉さにお

いて，他の消火器の及ぶところではないが，消火効

果については不充分な面もあるので，これらを補助

用具として使用すれば，実火災の消火には相当の実

効が期待できる。ただし保管管理が容易な様に考慮

する必要がある。

4結論

本実験はその目的に示したごとく，大地震時の火災

に際して，初期に一般都民が最も効果的に消火できる

消火用器具を選定するこ とにあったので，その選定に

有効と思われる 4種の実験を計画したが，結果的に

は色々な面で不充分さが目立った。しかしながら，こ

の数百種に上る多数の実験からは， 今迄概念的にしか

知り得なかった事柄を事実として把揮することができ

たほか， 消火器等を取扱かう人の能力についての個人

差というものは，平素はそれほど大きなものではな

い，ということも知ることができた。

また消火器は保管管理の如何によって，甚しく性能

が劣化することが再確認された。

今回の第4実験である年令別の女子による消火実験

では消火器の取扱いを事前に指導したが，全く指導し

なかった場合は，どのような結果になるかということ

も知る必要があると恩われる。

また今後の問題としては，困難なことではあるが，

非常の際の人間の行動力について各方面の資料を調査

把盤して非常の場合に発揮する個人的消火能力の実態

を知ることは，特に重要度の高い問題であり， 今後の

課題の一つであると考えられる。

5 あとカt き

消火器等の性能比較の問題は従来あまり詳細にして

明確な資料はなかった，これは夫々の器具に特色があ

り，一長一短あって各々に優劣をつけがたいことと，

使用者側の要求が万能式を望むものと，廉価て筒易な

ものを望むものとの両者があり，選定の基準が定めに

くい面があったためである。

今後の消火器等選定の論議にあたっては，両者を勘

案して，或程度性能に不充分な面があっても，普及性

の良いものに重点をおき，消火の用に供する器具に対

する認識を高めながら，漸次性能のよいものに移行さ

せてゆくことが，実効をあげる上で適当な方法で為る

と思われる。 以上

( 34 ) 



9. 添加剤の量と水ゲルの粘度

第 4 表添加~J変化による水ゲルの粘度

ーゲノレイヒillJ
wt% 

0.15 

10%NaOH水溶液重量比
(ゲノレ化剤に対する)

2倍 1 3倍 1 4倍 1 5倍 1 6倍

州:時a税制
0.2 t問州2m1秘仰抑附g峨被仰側g約棚1wH2約!1!(;2釘1 
0.3 1ft 吋2.3川仰…3ω仰刊吋0ω「吋01ヤl「3ω4ι“.9川9ω0Y十十十1，9川.9訓9叩卿刊叫0∞ベ0イ!(0.06 )1(0.0ω9 ):(0.12 ):(0. 15 );(0. 18 ) 

本測定磁度は2お50C

* c )は水ゲノレ100g中に含まれる NaOHのgr数
*粘度の単位はセンチポイズcc.P.) 

第4表に示すとおり. 10%NaOH水溶液はゲノレ化剤

量の4倍が一番粘度が高いということがわかる。

C 126) 

写真3 水ゲルボールを投げた後，壁に水ゲノレが

付着しているところ。

10.おわりに

本実験では，基礎実験を行なったのみで，まだ水ゲ

ノレの消火機構が未解明であるのでこの点を重点に研究

を進めたい。また消火剤，防炎弗j等が添加できるか，

消火機構にどう影響するかについて研究を進める。
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